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SS 433は光速の約 0.26倍のジェットを放出する天体で、X 線スペクトル中にジェットからの輝線 (FeやNi輝
線) が観測されている。その輝線は、ジェットの歳差運動 (∼162日)および章動 (∼6日)に伴って特徴的なドッ
プラーシフト変動を示す。近年の XRISM観測によりこれらの現象の理解が進展してきている (Shidatsu+’25;
Takagi+’25)。本研究では、2024, 2025年のXRISM/Resolveスペクトルから、Fe/Ni輝線を用いてジェットの速
度と速度分散の時間変動を解析した。ジェットの赤方偏移は概ね章動周期に従い、さらにジェット速度に章動ス
ケールの変動が重畳されている様子が観測された。また、観測者に近づくジェット (bluejet) が遠ざかるジェッ
ト (redjet) より大きな輝線幅を示す非対称性が確認され、この傾向は Shidatsu+2025の結果と整合的である。一
方、2025年の観測では両ジェットの輝線幅は同程度であった。ジェット成分の光度変動は、2024年には bluejet
が食内外で redjetより大きな変動を示し、2025年では両者が同様の変動を示した。この違いは、放出向きの違い
により、速度分散の大きいとされるジェット基部の見え方が変化するためと考えられる。また、ジェットの根元
ほど速度分散が大きいという傾向は、輻射磁気流体シミュレーション (Igarashi+, in prep.)とも整合的である。


